
 

学習指導資料 

「学習評価の事例集」（宮城県版） 

高等学校 

第２編（各教科） 

看護 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１月 

宮城県教育委員会 

仙台市教育委員会 

石巻市教育委員会 



＜各事例概要一覧と事例＞ 

 

（Ｐ.２～５） 

事例１ キーワード  観点別評価方法の検討 

 

科目 健康支援と社会保障制度（公衆衛生） 「公衆衛生の概念・ヘルスプロモーション」 

 

本事例は，「健康支援と社会保障制度」の中の（１）公衆衛生について取り上げ，三つの観点別の評価方

法を検討したものである。 

公衆衛生の単元では，集団を対象として疾病を予防し，健康の保持増進を図る看護活動の学習を通して，

生活環境や生活行動と健康の関連を理解し，多様な生活背景をもつ人々が適切に健康管理を行うために必

要とされる基本的な支援を行うことができるようにすることをねらいとしている。 

本単元では公衆衛生の基本について，自らの健康観を養い，医療者としての倫理観をもって，対象であ

る人々への援助を考え実践できる人材の育成を目指している。高校生である自らの健康について考えると

共に，周囲の人々の健康を考察し，そこから今後関わる対象の健康への学習を深める内容としている。 

 評価については，定期考査や小テスト，グループワークでの発言や取組など様々な場面で行うこととし，

三つの観点でバランス良く評価することを目指した取組例となっている。 
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１ 単元の目標 

 （１）公衆衛生の概念とヘルスプロモーションについて理解するとともに，関連する技術を身に付け    

ること。 

 （２）公衆衛生の概念とヘルスプロモーションについて基本的な課題を発見し，看護の職業倫理を踏    

まえて合理的かつ創造的に解決策を見いだすこと。 

 （３）公衆衛生の概念とヘルスプロモーションついて自ら学び，対象となる人々による健康管理を目指    

して主体的かつ協働的に取り組むこと。 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

公衆衛生の概念とヘルスプロモ

ーションについて理解している

とともに，関連する技術を身に付

けている。 

公衆衛生の概念とヘルスプロモ

ーションについて基本的な課題

を発見し，看護の職業倫理を踏    

まえて合理的かつ創造的に解決

策を見いだしている。 

公衆衛生の概念とヘルスプロモ

ーションついて自ら学び，対象と

なる人々による健康管理を目指    

して主体的かつ協働的に取り組

もうとしている。 

 

３ 指導と評価の計画（３時間）  

時 

間 
【ねらい】・学習活動 

評価 

備考（評価規準・評価方法） 観

点 

記

録 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

・ウィンズローによる公衆衛生の定義について読み解

く。 

 

 

・ヘルスプロモーションとは何かについて考察する。 

 

・ヘルスプロモーションに関する国際会議のうち主要

なものの内容を簡潔にまとめる。 

 

 

 

 

知 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

・公衆衛生の定義を理解し，要

点をワークシートにまとめる

ことができる。 

 

・健康の捉え方やそこに向か

う方法について理解し，整理す

ることができる。 

 

ワークシート① 

小テスト  定期考査 

 

 

看 護 科 「健康支援と社会保障制度（公衆衛生）」 

キーワード 観点別評価の方法の検討 

 

単元名 

 公衆衛生の概念・ヘルスプロモーション 

  

〔指導項目〕 

 （１）公衆衛生 

  ア 公衆衛生の基本 

ねらい【公衆衛生におけるヘルスプロモーションの位置づけと，わが国におけるヘルスプロ

モーションの歴史について理解する】 
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２ 

 

 

 

 

・「２１世紀における国民健康づくり運動」が日本のヘ

ルスプロモーション政策の柱であることを理解する。 

 

 

・健康日本２１の概念図から推進されている５つの事

項について，具体的にどのような内容であるのかを考察

する。 

 

 

 

 

 

・上記を用いてグループで発表しながら思考を深める。 

 

 

 

 

知 

 

 

 

思 

 

 

 

〇 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日本のヘルスプロモーショ

ン政策について理解する。 

ワークシート① 定期考査 

 

・各自が捉える健康寿命につ

いて，思考を深め，ワークシー

トにまとめる。 

 

・概念図の中に，実際にどのよ

うな取り組みがあるかを考え，

表現することができる。 

 

・グループでの話し合いで，各

自が考えた内容について検討

し合うことができる。 

 

ワークシート①  観察 

定期考査 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

・オタワ憲章で掲げている，具体的活動の５領域につい

て，個人と集団それぞれの活動を考える。 

 

※ヘルスプロモーション活動推進のためには，個人の努

力と社会全体の責任という両方の視点が重要であるこ

とを意識しながら学習する。 

 

・医療者として対象のヘルスプロモーションにどのよ

うに関わっていくべきか考察する。 

 

・グループで各自が考察した内容について共有し合い，

他者の意見からより深く学ぶようにする。 

 

 

 

思 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

態 

 

 

 

〇 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

・５つの領域に関する個人と

集団の活動を考え，まとめるこ

とができる。 

 

・活動に関わる人々について

考え，まとめることができる。 

 

ワークシート② 

 

 

・グループワークについて役

割を決めて主体的に活動でき

る。 

 

・要点をまとめ，発表に意欲的

に取り組むことができる。 

 

ワークシート② 発表 

観察 自己評価 

ねらい【健康日本２１（第２次）の概念図を用いて，現在の日本人が抱える健康課題につい

て考える】 

 

ねらい【ヘルスプロモーションの目標実現のための活動方法を個人及び集団について検討

する】 
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４ 観点別評価の進め方 

 本単元では公衆衛生の基本について，自らの健康観を養い，医療者としての倫理観をもって，対象であ

る人々への援助を考え実践できる人材の育成を目指している。高校生である自らの健康について考えると

共に，周囲の人々の健康を考察し，そこから今後関わる対象の健康への学習を深める内容としている。 

 

（１）知識・技術 

 公衆衛生の位置づけと，定義，国際的な流れとわが国のヘルスプロモーションに対する取組の基礎的な

知識について，小テスト及び定期考査などで評価していく。 

 

「おおむね満足できる」状況

（Ｂ） 

「十分満足できる」状況（Ａ）

にあると判断するポイント 

「努力を要する」状況（Ｃ）と

判断した生徒への手立て 

公衆衛生の定義について理解し，

ヘルスプロモーションとの関連

について理解したことを発言し

たりまとめたりできる。 

国際的なヘルスプロモーション

に関する歴史や，わが国における

具体的事例についても理解して

いる。 

健康の概念について話し合いな

がら，ヘルスプロモーションにつ

いての意識を形成していく。 

 

（２）思考・判断・表現 

 ヘルスプロモーションで掲げている５つの事項について，身近な事柄から社会の情勢についてまで考え

られているかを，グループワークでの言動の観察，ワークシート及び定期考査などで評価していく。 

 

「おおむね満足できる」状況

（Ｂ） 

「十分満足できる」状況（Ａ）

にあると判断するポイント 

「努力を要する」状況（Ｃ）と

判断した生徒への手立て 

５つの事項に関して，自分の身近

な事柄から社会の課題を発見す

ることができる。 

身近な事柄から社会の課題を発

見し，予防活動を集団的努力で行

うことの具体的対策について考

察することができる。 

自分の周囲で行われる実例など

を提示し，ヘルスプロモーション

との関連を意識付ける。 

 

（３）主体的に学習に取り組む態度 

 ヘルスプロモーション活動推進のための個人や集団での行動，そこへの自らの関わりについてもどのよ

うに参画すべきか考察したことを，グループワークの言動，ワークシートなどで評価していく。 

 

「おおむね満足できる」状況

（Ｂ） 

「十分満足できる」状況（Ａ）

にあると判断するポイント 

「努力を要する」状況（Ｃ）と

判断した生徒への手立て 

ヘルスプロモーション活動につ

いて，自身がどのように関わって

いくべきかという課題に対して

の学習活動に主体的に取り組も

うとしている。 

課題の中に医療者としての自覚

を持ち，学習活動を調整しながら

進め，粘り強く取り組んでいる。 

自らが目指している医療者とし

ての意識を再確認し，対象との関

わりにおいて大切な概念である

ことを説明する。 
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ワークシートの具体例（ワークシート①） 
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